
「世界はどのように造られたのか」これは、神が創世記1章をとおして
示された「世界創造」の記録を、一句一句追いかけて解説していく。

創世記1章の講演を基にしながら、聖書全巻から「宇宙創造」の奥義に迫っていく。
特に、古代中近東の文献と比較しながら、新たなパースペクティブの下に、聖書的宇宙論を展開する。

伝統的なプロテスタント神学では、聖書論は神学のプロレゴメナ（序論）として、
最初に登場する。
ところが、被造物管理の神学では違う。最初に宇宙の話を7回も続けた。それからやっと、
聖書に入った。　なぜ、このような経緯をたどったのか。
この経緯そのものが、実は、被造物管理の神学の本質を表わしている。

会場：大野キリスト教会  １F小礼拝堂 

開始時間：10時より～15時 
 

2時間の講演と昼食をはさんで2時間の神学ディベート 

資料代として500円ご用意ください。 



特に、古代中近東の文献と比較しながら、新たなパースペクティブの下に、聖書的宇宙論を展開する。


